
日本列島の成り立ちと定山渓の山々 

 

現代のプレートテクトニクス理論によると、ヒマラヤ山脈はインド・オーストラリアプレートとユーラシアプレートの間の沈み込

みで起きた大陸同士の衝突による造山運動から生じたと考えられている。衝突はおよそ7000万年前の後期白亜紀に始った。そのころ、

インド・オーストラリアプレートは15cm/年の速度で北上し、ユーラシアプレートと衝突した。 

約 5000 万年前、このインド・オーストラ

リアプレートの速い動きによって海底の堆

積層が隆起し、周縁部には火山が発生して

インド亜大陸とユーラシア大陸の間にあっ

たテチス海を完全に閉ざした。これらの海

底の堆積岩は軽かったので、プレートの下

には沈まずにヒマラヤ山脈を形成した。今

もインド・オーストラリアプレートはチベ

ット高地の下で動いていて、高地を更に押

し上げている（注）。 

 

 

（注）1998年5月、日中共同チョモランマ峰科学調査隊（隊長、九州大学酒井治孝教授）によって持ち帰られたエベレスト頂

上の石灰岩からは、三葉虫や介形虫の化石が発見された。かつて南半球にあったインド大陸の大陸棚上に棲息していた4億6000

万年前の海生生物の化石を含む地層は、大陸衝突によって１万メートル近く持ち上げられたのである。今も年間、5,5cm インド

プレートがもぐりこみ、エベレストは年間１cm高くなっているとされている。 

インドプレートがユーラシアプレートと衝突するようになってから3,000万年～2,500万年前になると、ユーラシアプレートが大き

く変形し、それが原因で、ユーラシア大陸の東南部（日本列島の原型）が分離し、その地溝帯に湖や三角州が出来、やがて海水が侵

入するようになった。2000万年～1500万年前にかけて、海盆ができ、深度を増加させ2000ｍ～3000ｍ程度の水深を持つ海盆（後の日

本海）が出来た。そして、海盆全域にわたって海底火山の爆発によってマグマが噴出した。 

今から1700万年前になると海が拡大、日本海が出来はじめ、1400万年前に日本海の拡大は完了し、日本列島の原型が誕生した。当

時の日本列島は、中部日本から東北部、北海道にかけて殆ど水没していたが、海底の脊梁山脈では火山活動が盛んで堆積岩が厚くた 

まって行った。地質学的に、日本付近の島弧の内側に細長く

のびるグリーンタフと呼ばれる地域がある。グリ－ンタフと

は緑色凝灰岩（火山灰が地上や水中に堆積して出来た岩石）

のことであり、このグリーンタフは、今から2200万年～500

万年前にかけて、先に述べたように日本列島が大陸から分離

し、海底で強烈な海底火山活動によって生成されたものであ

る。グリーンタフの南西部に、定山渓、豊羽鉱山地域のグリ

ーンタフが位置し、より、時代的に新しいのが藻岩山、円山

であるとされる。これらの海底山地は、第4期の氷河期（180

万年前頃）に、隆起し、侵食され、現在、見られるような山

地が形成されてきたものと考えられている。 

現在グリーンタフが分布する地域には、豊富な金属鉱床を

はじめ石油や天然ガスが埋もれている。札幌周辺のグリーン

タフ区域には、かって、右図に示すように、豊羽鉱山始め、

多くの鉱山が存在していた。又、太古の昔、海底であった証

拠として札幌南区の簾舞川上流に貝の化石が発見されてい

る。 

 

 

 

インド大陸 

ヒマラヤ山脈 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E4%BA%9C%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%81%AB%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%81%E3%82%B9%E6%B5%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%86%E7%A9%8D%E5%B2%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%86%E7%A9%8D%E5%B2%A9
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/26/Brahmaputra-verlaufsgebiet.jpg


―まとめー 

インドオーストラリアプレートのユーラシアプレートへの衝突をきっかけに、約2000万年前に始まる大陸南東部の地殻変動（グリ

ーンタフ変動）によって、日本海が生まれ、日本列島は大陸から切り離されて、弧状列島として生まれかわった。 

現在、札幌付近のグリーンタフが分布する地域には、豊富な金属鉱床をはじめ石油や天然ガスが埋もれているが、それらもこの時

代に造られたものなのである。 

なお、日本列島は、現在、太平洋プレートとフィリピン海プレートと北米プレートの下の沈み込む境界の上に位置している。従

って、沈み込むときの衝撃でマグマがつくられる。日本列島に火山が多いのは沈み込む境界の上に位置しているからである。 

北海道は、本州から続く火山列島（本州弧）と千島から続く火山列島（千島弧）で接合点にある。そして中部には日本海溝と千

島海溝と直交する方向に伸びる日高山脈がある。この日高山脈は、今から1.4億年～6600 万年前、千島弧が本州弧に衝突したこと

によって盛り上がったものと考えられている。 

大陸と日本列島の間に約 2,000 万年前、日本海が形成されたが、そのまま海であり続けたわけではない。地球には氷河期が繰り

返し訪れた。海水面の低下は、過去 100 万年の間に、大陸と陸続きになり、陸上動物が行き来できるようになった時期もある。北

の方からマンモス、トナカイ、ヒグマ、ナキウサギ、キタキツネ、南の方からナウマンゾウ、オオツノシカ、カモシカ、ニホンシ

カ、ツキノワグマ、ニホンザルが渡ってきた。これらの動物を追って大陸の旧石器人が渡ってきた。これら動物の化石や旧石器人

の遺跡が北海道に出土している。 

 

 

 

 

 

 

 


